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荒井南遺跡第1次調査

〒980-0811　宮城県仙台市青葉区一番町四丁目１番25号

電話 022 (214) 8899

荒 井 南 遺 跡

荒 井 南 遺 跡 水田跡 弥生時代
古墳時代

水田跡 ・ 溝跡

土坑 ・ ピット

性格不明遺構 木製品

石器

弥生土器

宮城県仙台市

若林区荒井

字丑ノ頭他

あ ら い み な み い せ き

みやぎけんせんだいし

わかばやしくあらい

あざうしのかしらほか

01400 01571

38°14′14″

38°14′18″

140°56′40″

140°56′24″

試掘確認調査
平成24年
11月  6日～
12月27日

本発掘調査
平成25年
  4月  1日～
  7月19日

試掘確認調査
1,140.7㎡

本発掘調査
2,410.6㎡

合 計

（一部重複）
3,551.3㎡

仙台市荒井南土
地区画整理事業

弥生時代中期中葉の
津波堆積物とそれに
よって廃絶した水田跡
を検出

　荒井南遺跡は、標高3.1～4.7ｍの自然堤防から後背湿地にかけて立地する。
　平成24年度の土地区画整理事業に伴う試掘確認調査では、弥生時代の津波堆積物と考え
られる砂層に覆われた水田跡が確認された。
　平成25年度の本発掘調査では、水田跡を覆う砂層は津波堆積物と判断され、水田跡に伴って
弥生時代中期中葉の中在家南式期の弥生土器等が出土した。
　本遺跡は北東方向約600ｍに位置する沓形遺跡と同様に、約2,000年前の津波によって廃
絶した弥生時代中期中葉の食糧生産域であったことが明らかとなった。
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